
















緒言 

近年,実験的酸素誘導網膜症の研究で網膜血管増殖性病変の発症機序に血管拡張が強く関

与することが示唆されている。Flower(1981)ら 1)は,酸素による網膜血管の収縮は,生理的

防御機構であり,これが不適当な場合には,酸素濃度が正常でも血管内皮細胞に対する酸素

の毒性が強くあらわれるとしている｡我々は,二酸化炭素が血管拡張をもたらすことに着目

し,二酸化炭素がこの生理的防御機構を障害し,網膜血管増殖性病変を導く病態に関与する

か否かを病理組織学的に検討し若干の知見を得たのでここに報告する。 


